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第１章  総   則 

 

（適用範囲等） 

第１条 この仕様書は、道路除排雪業務に適用する。 

 

（委託期間） 

第２条 委託期間は、下記のとおりとする。 

  委託期間  契約締結日の翌日から令和 ４年 ３月３１日まで 

 

（業務区域） 

第３条 受注者の業務区域は、別紙図面のとおりとする。 

 

（業務計画書） 

第４条 受注者は、契約締結後速やかに、発注者の定める業務計画書を、発注者に提出

しなければならない。 

 

（安全管理等） 

第５条 作業の安全管理及び技術指導については、受注者の責任において行うものとし、

業務責任者を配置しなければならない。また、業務責任者及びオペレータは、凍結抑

制剤散布業務及び雪置き場管理業務と兼務してはならない。 

２ 受注者は、自己の担当する区域の車道及び歩道の付属物及び占用物件等の状況に 

ついて、事前に調査、確認し、作業による事故防止に努めなければならない。 

３ 受注者は、作業に使用する車両（ハンドガイド除雪機は除く）の後部に、夜光塗 

料で「除雪作業中 接近注意」と記した標示板を目視の容易な箇所に取り付け、通行

人及び一般車両等に危険のあることを喚起しなければならない。 

４ 前項の標示板は、木製、金属製及び合成板等とし、その大きさは３０cm×４５cm

とする。（図－1） 
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５ 作業にあたっては、運転手の他に助手を配置し、作業機械への同乗、もしくは同乗

できない場合は先導者として安全確認を行うこと。 

６ 事故発生時及び器物破損時においては、業務責任者による現場確認を行い、速やか

に事故処理に関する報告を行わなければならない。併せて事故報告書を作成・提出し、

処理後には完了報告書を提出しなければならない。 

７ 除雪機械の故障については、休日、夜間における修理態勢を整え、除雪機械に明示

すること。 

 

（作業状況の報告等） 

第６条 受注者は、一般除雪に関して、除排雪管理システムによる GPS 端末を搭載し 

作業をしなければならない。 

２ 前項における報告について、日報及び道路除雪業務報告書（写真添付）を期日ま 

でに報告しなければならない。 

３ 出動時および作業終了時に GPS 端末を操作することとする。 

４ 受注者は、悪天候等や路上駐車等により除雪作業が困難となったとき、又は著し

く作業が遅延する恐れがあるときは、直ちにその旨を発注者に連絡し、指示を得なけ

ればならない。 

 

（車両） 

第７条 受注者は、道路運送車両法（昭和２６年６月１日法律第１８５号）に基づく､ 

車両検査に合格し、登録番号を有した車両以外の車両を作業に使用してはならない。 

（ハンドガイド除雪機を除く） 

２ 受注者は、運搬車両に弘前市内の道路事情に詳しい運転手を配置し、運搬排雪作業

従事者以外のものを同乗させてはならない。 

３ 受注者は、この契約に係る運搬車両の両側面に次の各号に掲げる条件を満たした補

助枠を取り付けなければならない。 

 (１) 補助枠の高さは、右側（車両後方から見た場合）８０cm 以下、左側４０cm 以下

であること。 

 (２) 「弘前市排雪運搬車」及び指定された一連番号を表示すること。 

 (３) 前号の文字の大きさは、縦２０cm、横１５cm とする。 

 (４) 走行中の振動等により脱落するものでなく、かつ、容易に取り外せること。 

４ 受注者は、発注者が委託した箇所以外で運搬車両を使用する場合は、補助枠を取 

り外さなければならない。 

５ 受注者は、この契約に係る車両のみでは、車道幅員又は歩道空間の確保が困難と 

判断されるとき、又は、この契約に係る車両の故障等により、作業ができなくな 

ったときは､発注者の承諾を得て、この契約に係る車両以外の車両を使用すること 

ができる。 

 



（騒音の防止） 

第８条 受注者は、作業にあたっては、騒音防止に努めなければならない。 

 

（自動車保険等への加入） 

第９条 受注者は、作業に使用する車両について、対人賠償無制限、対物賠償１，０ 

００万円以上を保険金額とする任意保険に加入しなければならない。また、小型ロー

タリ除雪機（ハンドガイド式）については、対人１億円以上、対物１，０００万円以

上を保険金額とする任意保険に加入しなければならない。 

 

（貸付機械） (6・9 工区のみ) 

第１０条 発注者が受注者に除排雪機械を貸付する際は無償とし、別紙 除排雪機械無

償貸付仕様書に定めるものとする。 

 

（その他） 

第１１条 受注者は、各条項において業務を怠り、作業に支障があった場合は、委託契

約書第 6 条第 2 項、第 7 条、第 8 条、第 13 条及び第 14 条に該当するものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

第２章 業 務 内 容 

 

（雪道巡回） 

第１条 受注者は、委託期間のうち、発注者が定める期間において、気象条件及び路面

状況等により、雪道巡回を行うものとする。 

 

（一般除雪） 

第２条 受注者は、次の各号に相当する場合において、車道の除雪作業を実施しなけ 

ればならない。 

 (１) 除雪出動基準（別表－1）及び除雪作業基準（別表－2）による。 

 (２) 新雪除雪については、発注者が定める期間において自主判断とする。 

 (３) 前号のほか、監督員の指示があったときとする。 

２ 一般除雪作業とは、除雪機械により路側に排除する作業及び不陸、穴、わだち等 

を無くし、路面の平坦性を確保する作業をいう。 

３ 受注者は、除雪作業にあたっては、道路形態に沿った車道の幅員確保に努めなけれ

ばならない。 

 

（歩道除雪） 

第３条 受注者は、次の各号に相当する場合において、歩道の除雪作業を実施しなけれ

ばならない。 

 (１) 除雪出動基準（別表－1）による。 

 (２) 発注者が定める期間において自主判断とする。 

 (３) 前号のほか、監督員の指示があったとき。 

２ 歩道除雪作業とは、ハンドガイド除雪機、小型ロータリ除雪車により取り除く作業

及び不陸、穴、わだち等をなくし、路面の平坦性を確保する作業をいう。 

３ 受注者は、作業にあたっては、通行に支障のない歩行空間及び横断歩道箇所の確保

に努めなければならない。 

 

（拡幅除雪・運搬排雪） 

第４条 受注者は、委託期間中は常に車道の拡幅除雪・運搬排雪作業ができるように準

備態勢を整えておかなければならない。 

２ 受注者が共同企業体である場合、構成員による担当区域については、各構成員が責

任を持って準備態勢を整えておかなければならない。 

３ 前項において、原則、共同企業体内での調整とする。 

４ 受注者は、発注者が指定する道路又は交差点について、発注者が指示する内容の作

業を早期に完了するものとする。 



 

（追従除雪） 

第５条 受注者は、監督員の指示があった場合において、追従除雪作業を実施しなけれ

ばならない。 

２ 一般除雪が実施されたのちには、責任を持って作業準備体制を整えておかなければ

ならない。 

３ 作業の必要性の有無については、出動基準に左右されることなく、常に道路状況を

把握して監督員へ報告しなければならない。 

４ 作業計画及び作業実績の報告については、監督員の指示により速やかに提出しなけ

ればならない。 

 

（横断歩道部除雪） (6・7・9 工区) 

第６条 受注者は、次の各号に掲げる場合において、横断歩道部の除雪作業を実施しな

ければならない。 

 (１)一般除雪が除雪作業に出動したとき。 

 (２)前号のほか、監督員の指示があったとき。 

２ 横断歩道部の除雪作業とは、一般除雪により、横断歩道部に寄せられた雪を排除す

る作業をいう。 

３ 受託者は、作業にあたっては、横断歩道幅員を確保しなければならない。 

 

（交差点排雪・雪山処理） 

第７条 受注者は、委託期間中は常に車道の交差点排雪・雪山処理作業ができるように

準備態勢を整えておかなければならない。 

２ 受注者が共同企業体である場合、構成員による担当区域については、各構成員が責

任を持って準備態勢を整えておかなければならない。 

３ 前項において、原則、共同企業体内での調整とする。 

４ 受注者は、発注者が指定する道路又は交差点について、発注者が指示する内容の作

業を早期に完了するものとする。 

 

（雪置き場管理） 

第８条 受注者は、受注工区内の雪置き場において、運搬排雪等の作業に対応できるよ

うに準備態勢を整えておかなければならない。 

２ 騒音や景観に配慮が必要であるため、管理方法については監督員と十分打合せを実

施しなければならない。 

３ 管理に使用する機械については、運搬排雪作業と重複することなく準備しておかな

ければならない。 

４ 前項において、原則、共同企業体内での調整とする。 

 



 

(除雪地域窓口）(1・2・5・6・第 1・第 2 工区のみ) 

第９条 受注者は、委託期間のうち、一般除雪が実施された日の６時から１２時まで除

雪地域窓口を開設しなければならない。 

２ 除雪地域窓口とは、市民からの要望・苦情を受付け、対応することをいう。 

３ 除雪地域窓口に寄せられた要望・苦情については、速やかに対応するものとし、合

わせて内容及び対応結果について、発注者の定める除雪要望・苦情受付票を発注者に

提出しなければならない。 

４ 除雪地域窓口に寄せられた要望・苦情のうち、対応が著しく困難な場合には、発注

者に連絡するものとする。 

 

（除雪地域窓口）(1・2・5・6 工区のみ) 

第１０条 受注者は、市民からの要望・苦情を受付け、対応を行う、除雪地域窓口を開

設する道路除雪業務受注者（1 工区と 2 工区、5 工区はと 6 工区）と相互に連携する

ものとする。 

 

（小路除排雪）(2・第 1・8 工区のみ) 

第１１条 受注者は、委託期間中は、常に小路除排雪作業ができるよう準備態勢を整え

ておかなければならない。 

２ 受注者は、監督員の指示によって作業を実施するものとする。 

３ 作業計画及び作業実績の報告については、監督員の指示により速やかに提出しなけ

ればならない。 

 

（スノーポールの設置） 

第１２条 作業上必要なスノーポールの設置は、原則、受注者で設置することとする。 

２ スノーポール（竹）は、道路維持課の所有数において貸与することとする。 

３ 不足した場合はその都度協議を実施する。 

 

（業務評定） 

第１３条 発注者は受注者に対し、業務の評定を行うものとする。 

２ 前項の評定により、成績不良であった業者について、発注者は次年度の道路除排雪

業務の入札参加を不可とすることができる。 

３ 受注者が共同企業体である場合、企業体代表者、構成員を個別に業務評定を行うも

のとする。 

４ 前項の評定により、成績不良であった企業体代表者について、発注者は企業体代表

者としての、次年度の道路除排雪業務の入札参加を不可とすることができる。 

５ 前項で不可となった場合、構成員としての参加を不可とするものではない。 

６ 本業務において、成績評定点６５点未満の企業体代表者及び構成員については、次



年度道路除排雪業務を希望する場合、「弘前市除排雪業務指名競争入札等参加資格審

査申請」の際、「道路除排雪業務改善計画」を提出するものとする。 

 

（作業基準） 

第１４条 発注者は、除雪作業内容の管理が著しく不備であることを確認した場合には、

受注者に対し作業の手直しを指示することができる。 

 

（配置人員等） 

第１５条 道路除雪業務に従事する配置人員等は、積算人員（別表－３）のとおりとす

る。 

 

（業務報告書） 

第１６条 受注者は、市が指定する日及び業務完了時において、発注者の定める業務報

告書を発注者に提出しなければならない。 

２ 前項の業務報告書には、作業日報及び作業写真を添付しなければならない。また、

延べ作業時間に端数がある時は、その端数が３０分未満のときは切捨て、３０分以上

１時間未満のときは３０分として報告するものとする。 

 

（新型コロナウイルス感染症の予防対策） 

第１７条 新型コロナウイルス感染症の予防対策として、作業中のマスク着用及び除雪

機械等の消毒を徹底するとともに、除雪機械に搭乗する助手について、別車両で安全

確認を行うことを可能とする。 

 

（新型コロナウイルス感染症の罹患等対応） 

第１８条 新型コロナウイルス感染症の罹患者及び濃厚接触者があった場合は、受注者

は速やかに発注者に報告しなければならない。 

２ 受注者は、新型コロナウイルス感染症の罹患などにより業務履行が困難な場合は、

再委託で行うことができるものとする。 

３ 新型コロナウイルス感染症拡大に備え、受注者は契約後に再委託に関する協定書の

締結を行うものとする。 

４ 発注者は、新型コロナウイルス感染症の罹患状況に応じ、除雪出動基準（別表－1）

及び除雪作業基準（別表－２）を変更するものとする。 

５ 発注者は、新型コロナウイルス感染症の罹患状況に応じ、業務評定を中止するもの

とする。 

 

 

 

 



別表－１ 

○除雪出動基準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主要幹線道路 幹線道路 準幹線道路 生活道路Ａ 生活道路Ｂ 生活道路Ｃ

第
１
回

第
２
回

◎積雪深が概ね
６０㎝、累計降雪
深が概ね２５０㎝
に達した時。

◎積雪深が概ね
３５㎝、累計降雪
深が概ね１５０㎝
に達した時。

道路種別

一
　
　
　
　
般
　
　
　
　
除
　
　
　
　
雪

新
　
雪
　
除
　
雪

◎連続した降雪により、午前0時に降雪量が１０㎝あった時。(雪の降り始めから根雪までは15ｃｍの降雪
量で出動)

◎新雪除雪出動基準に満たない降雪量が連続し、車輌の走行に支障が生じた時、又は予想される時

　（日中の降雪量が１０㎝を超えているか、連続日降雪量の　トータルが１０㎝を超えた場合）。

◎風雪等により路面に吹きだまりが発生し、交通に支障が生じた時、又は予想される時。

路
　
面
　
整
　
正

◎新雪除雪出動基準に満たない　降雪量が連続し、路面が圧雪又はワダチ状になり車輌の走行に支障が
生じた時、又は予想される時

　（日中の降雪量が１０㎝を超えているか、連続日降雪量の　トータルが１０㎝を超えた場合）。

◎融雪や車輌の走行等により、不陸やワダチが生じ、安全で円滑な車輌走行ができない路面状況が発生
した時、又は予想される時。

追従除雪

◎一般除雪出動後、原則、監督員の指示により行う。

◎堆雪帯が確保されており、道路幅員の確保が必要な時。

拡
　
幅
　
除
　
雪

◎積雪深が概ね３５㎝、累計降雪深が概ね１５０㎝
に達した時。

◎積雪深が概ね５０㎝、累計降雪
深が概ね２００㎝に達した時。

◎拡幅排雪運搬作業後で、積雪深が概ね９０㎝、累
計降雪深が概ね４５０㎝に達した時。

◎拡幅排雪運搬作業後で、積雪
深が概ね１１５㎝、累計降雪深が
概ね５００㎝に達した時。

運搬排雪
◎積雪深が概ね５０㎝、累計降雪
深が概ね２００㎝に達した時。

◎積雪深が概ね６０㎝、累計降雪
深が概ね３００㎝に達した時。

交差点排雪
◎雪堤が１ｍを超え、累計降雪深が概ね２００㎝に
達した時。

歩道除雪
◎午前5時から7時の時点で、降雪が１０㎝以上あった場合、対象路線について早朝及
び日中に行う。



別表－２ 

○除雪作業基準 

 

主要幹線道路 幹線道路 準幹線道路 生活道路Ａ 生活道路Ｂ 生活道路Ｃ

◎国道、主要地
方道、県道と接
続し同程度の交
通量。

◎主要地方道を
補完し、網目状
に配置される道
路。

◎幹線道路を補
完し、都市計画
街路等の計画路
線になっている
道路。

◎環状道路及び
放射状道路。

◎比較的高水準
の除雪管理が必
要な道路。

◎朝夕の交通量
が多い道路及び
ミニバス路線等
の道路。

◎市街地部で最
も高水準の除雪
管理が必要な道
路。

◎交通量が多い
道路及び主要バ
ス路線等の道
路。

◎通学路等で交
通安全の確保が
特に必要な道
路。

◎シンボル道
路。

◎雪置き場への
排雪運搬経路と
して重要な道
路。

◎住宅地内であ
るが、幅員が広
く通過交通量も
多い道路。

◎学校、公共施
設、救急病院等
に連絡する重要
な道路。

◎集落間を結
び、確保しなけ
れば交通が遮断
される道路。

圧
雪
厚

わ
だ
ち

道
路
幅
員

所定の車線及び
車道幅員を確
保。

２車線、６．０ｍ
以上を確保。

２車線、５．５ｍ
以上を確保。

車道幅員の６
５％程度を確保
（４．０ｍ以上を
確保）。

小型車と歩行者
のすれ違いが可
能な幅員を確保
（４．０ｍ以上を
確保）。

小型車が走行可
能な幅員を確
保。

交
差
点

所定の車線及び
レーンを確保。

所定の車線及び
レーンを確保。

所定の車線を確
保。

道路種別

道路の規格

◎住宅地の生活
道路で交通量が
少ない生活動路
で道路幅員が６
ｍ以上の道路。

◎住宅地の生活
道路で交通量が
少ない生活動路
で道路幅員が６
ｍ未満の道路。

◎住宅地の生活
道路で交通量が
少ない生活動路
で道路幅員が４
ｍ未満の道路。

管
　
　
　
　
理
　
　
　
　
基
　
　
　
　
準

０～５㎝以下 ０～１０㎝以下

無くする ３㎝程度

初冬期の管理基準
幅員管理基準にかかわらず、厳冬期の除雪のための堆雪スペース確保のため、道路構造に応じ、できる
だけ幅員を広く確保する。



別表－３ 

○積算人員 

 

雪 道 巡 回 回 １台 １人 １人 ○ ○

㎞ １台 １人 １人 １人 ○ ○

㎞ １台 １人 １人 １人 ○ ○

㎞ １台 １人 １人 １人 ○ ○

㎞ １台 １人 １人 １人 ○ ○

㎞ １台 １人 １人 ○ ○

㎞ １台 １人 １人 １人 ○ ○

㎞ １台 １人 １人 １人 ○ ○

㎞ １台 １人 １人 １人 ○ ○

㎞ １台 １人 １人 ○ ○

㎞ １人

㎞ １台 １人 １人 １人 ○ ○

㎞ １台 １人 １人 １人 ○ ○

㎞ １台 １人 １人 ○ ○

㎞ １人

㎞ １台 １人 ○ ○

㎞ １台 １人 ○ ○

㎞ １台 １人 １人 １人 ○ ○

㎞ １台 １人 １人 １人 ○ ○

時間 １台 １人 １人 １人 ○ ○

指 示 工 種 時間 １台 １人 １人 １人 ○ ○

（ 追 従 除 雪 ） 時間 １台 １人 １人 ○ ○

（横断歩道部除雪） 時間 １台 １人 １人 ○ ○

（ 交 差 点 排 雪 ） 時間 １台 １人 １人 ○ ○

（ 拡 幅 除 雪 ） 時間 １台 １人 ○ ○

（ 運 搬 排 雪 ） 時間 １台 １人 ○ ○

（ 雪 山 処 理 ） 時間 １台 １人 ○ ○

（ 雪 置 き 場 管 理 ） 時間 １台 １人 ○ ○

（ 小 路 除 排 雪 ） 時間 １台 １人 ○ ○

時間 １台 １人 ○ ○

時間 １台 １人 １人 ○ ○

時間 １人

時間 １人

除 雪 地 域 窓 口 回 1人

普通作業員

普通作業員

ダンプトラック（１０ｔ）

ダンプトラック（４ｔ）

ダンプトラック（２ｔ）

ブルドーザ（１６ｔ級）

ハンドガイド

交通誘導員

ロータリ８０ＰＳ

除雪ドーザ８ｔ

除雪ドーザ(8ｔ級・ｽﾉｰﾊﾞｹｯﾄ)

除雪ドーザ(5ｔ級・ｽﾉｰﾊﾞｹｯﾄ)

バックホウ(0.28㎥級)

バックホウ(0.11㎥級)

ダンプトラック４ｔ車

ダンプトラック１０ｔ車

追 従 除 雪
ロータリ１３０ＰＳ

ロータリ８０ＰＳ

ロータリ１３０ＰＳ

拡 幅 除 雪

ロータリ１３０ＰＳ

ロータリ８０ＰＳ

除雪ドーザ８ｔ

交通誘導員

運 搬 排 雪

ロータリ１３０ＰＳ

ロータリ８０ＰＳ

除雪ドーザ８ｔ

交通誘導員

一 般 除 雪

グレーダ

グレーダ（貸付）

除雪ドーザ

ロータリ

歩 道 除 雪
ハンドガイド

小型ロータリ

普
通
作
業
員

交
通
誘
導
員

軽
作
業
員

燃
　
料
　
費

機
械
損
料

ライトバン

業務名 使用機種
単
位

配置人員等

機
　
　
械

特
殊
運
転
手

一
般
運
転
手

助
　
　
手

一
般
世
話
役

特
殊
作
業
員


